










































































































































とらえられる。「貨幣それ自体が共同体 CGemeinwesen J となっていないと
ころでは，貨幣は共同体を解体しないではおかないJ (Gr. S. 149)0 r古典古
代の共同体は，個人の自己にたいするまったく別の関連を前提している。し




















































(Gr. S. 733)0 ，-貨幣(金と銀)がこの第三形態で国際的交易になおはたし





















































































貨幣」は 11 こでは 'II
というよう13 または単純な流通」につづいて，幣，
それにつづく貨幣そして，に貨幣の諸規定に応じた標題が与えられている。
単純流通において現貨幣の担い手としての貴金属J 1 5 論の内容は 14

























いくつかの叙述J (邦訳， 250ページ)としたあと 1( a )尺度としての貨幣J
1 (b)交換手段としての貨幣または単純流通J 1 (c) 貨幣としての貨幣」
1 (d) C単純流通における領有法則の現象一一ー引用者JJ (ibid.) となって
いて，手紙では 1( C )貨幣としての貨幣」の中で最初に見たように弁証法











































註(4) この手紙では 'G-W-W-Gjや 'W-G-G-Wj という r要綱』と同じ表示
法が{史ーわれているのに対して第二草案」では 'G-W-Gjや 'W-G -Wj と
表示されていて，後者がより新らしいことを示している。またエコノミスト』の1854年 4
月10日号 (763号)が『要綱J (Gr. S. 717-8)に引用されていることから判断して
『要綱』の最後の部分の執筆と手紙の執筆は重なっている。
(5) 新訳の， 7冊のノートへの索引」では同じ「貨幣の解体的作用」が「第一草案」で






であったと考えられる。 I(第 1章，価値。第 2章，貨幣。 A，尺度としての
貨幣。 8，交換手段としての貨幣または単純流通。 C，貨幣としての貨幣。
1. 貨幣蓄蔵。 2. 支払手段としての貨幣一一引用者)3. 国際的な支払手
段および購買手段としての，世界鋳貨としての貨幣。 4. 貨幣関係の担い手
としての貴金属。 5. 単純流通における領有法則の現象。 6. 資本への移行。
第3章，資本。 A，資本の生産過程。1. 貨幣の資本への転化」。




















































































そして「原初稿」の fA，資本の生産過程」の fl. 貨幣の資本への転化」
では「移行」をうけてG-W-G'を実際に可能にするものとして「労働能力
















きこまれている。 17ページから19ぺージまでは 3分の 2までしか書きこまれていない。
ページの下 3分の lは一本の水平線で、仕切られており，白紙のままになっている。こ
れは明らかに補足的な脚注や注意書きのためのものであるoJ (MEGA. I -2 ， 




















部分のあと Il. 流通と流通から生じる交換価値が資本の前提J(Gr. S. 183) 
と題された部分での「たえまのない変態J(Gr. S. 185) としての資本把握の
のち， 12. 流通から生じる交換価値は自己を流通の前提とする， また流通






























1861-63年の23冊のノートのうちノート第 1冊の rl. 貨幣の資本への転




























































(8) 高木幸二郎『恐慌論体系序説』大月書庖， 1967年，第 1篇を参照されたい
〔引用文献〕
1. Grundrisse der Kritik der politischen Okonomie， MEGA， Iーし邦訳はfiI857-
58年の経済学草稿』第 l分冊 (rマルクス資本論草稿集.iJ 1)大月書庖，および高木
幸二郎監訳「経済学批判要綱」大月書庖，第 4分冊による。 Gr.と略記。
2. Zur Kritik der politischen Okonomie. Urtext. MEGA， I -2 ，邦訳は『経済学草
稿・著作。 1858-1861年.JI(1"マルクス資本論草稿集.iJ 3)大月書庖による o U.と略記。
r経済学批判。原初稿」だけでなく r7冊のノートへの京ヲIJも同様にして引用する。
※いずれも原書ページのみを記す。
